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登録リスト（該当：13件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 家庭メモ　（ 『西塩田公報』第45号(1951年1月1日)4頁）]	家庭メモ　（ 『西塩田公報』第45号(1951年1月1日)4頁）	この記事では日常生活の豆知識のような内容が書かれていて面白いと感じました。昔はお茶に含まれるカフェインをテインと呼んでいたことも分かります。
この知識を家庭内で知っていれば、食事も気を付けて作ったり食べたりできるでしょう。

▼この記事は以下から参照できます。
#1118 『西塩田公報』第45号(1951年1月1日)4頁
 



	2024-01-08
	2	[image: 家庭メモ　(『西塩田公報』第83号(1954年8月5日)12頁)]	家庭メモ　(『西塩田公報』第83号(1954年8月5日)12頁)	衣服のシミの種類別の取り方や摂取すると良い食物と注意点が書かれています。
今では様々な洗剤がありすが、汚れたときの早い対応や昔ながらのやり方が一番効果的な場合もあるので知っておいてそんはないと思います。
また身体に良い食べ物も食べ過ぎると逆効果になってしまいます。食べる量やタイミングに気をつけようと思いました。

▼この記事は以下から参照できます。
#1260『西塩田公報』第83号(1954年8月5日)12頁	2023-12-11
	3	[image: 西塩田時報から学ぶライフハック④]	西塩田時報から学ぶライフハック④	　西塩田公報には『家庭メモ』というコラムがあり、生活に役立つコツやレシピなどを紹介している。
　ここでは私が気になった記事を紹介していく。

～この記事で知ることができるライフハック一覧～
・味噌のカビを防ぐには笹の葉を表面に敷き詰める
・食塩をさらさらのまま保存するには、容器の底に粉炭を入れてその上にザラ紙（新聞紙などのわら半紙）を12枚敷き詰めておく
・水虫対策には、煎茶を患部に当てる
・切り傷に応急手当には、煙草の粉を患部に当てておくと出血が止まる
・醤油の白カビを防ぐには容器に焼酎を入れておく
・やけどをしたときにはきゅうりの種を綿にしみこませて患部に当てると痛みも引き水ぶくれにもならない。

今回は応急手当だったり、調味料の保存法の知恵ですね。私が気になったのは「煙草の粉」	2023-02-08
	4	[image: 西塩田時報から学ぶライフハック③]	西塩田時報から学ぶライフハック③	　西塩田時報には『家庭メモ』というコラムがあり、生活に役立つコツやレシピなどを紹介している。
　ここでは私が気になった記事を紹介していく。

～この記事で知ることができるライフハック一覧～
・玉ねぎを調理するとき、ぬるま湯の中で皮をむくと涙も出ないし、手にも臭みが残らない
・天ぷらの衣にはすりおろしたとろろ芋やベーキングパウダー、重曹を混ぜると軽くておいしい衣になる
・魚を焦がさずに焼くには、尾やヒレなどの焦げやすい部分に塩を塗ってから焼くとよい。また二をかぶせて焼くと熱が逃げないので、上手に焼ける
パンを薄く切るには包丁を熱い湯につけて温めてから切るときれいに切れる
・革物の汚れには揮発性のもので洗った後、コールドクリームか靴クリームを薄く塗る

今回は調理の知恵が多いです。天	2023-02-08
	5	[image: 終わりに]	終わりに	西塩田時報を読み進めていく中で、自分のテーマと関係のない面白い記事がいくつかあり、探求に時間がかかってしまった。
戦前の記事からは、まず「食」に関する記事を探すことが難しく、記事があっても、材料の栽培方法や保存方法について書かれていることが多いという印象を受けた。
戦後の記事からは、たくさんの「食」に関する記事を見つけることができ「家庭メモ」や「季節の料理」のような記事が多い印象を受けた。その中には現代でも食べられているメニューやレシピがあったが、食材の違いや、栄養素の偏りといった面で、現在とは大きく異なっていた。
戦前と戦後の記事から、戦前は材料の栽培保存、戦後はレシピや栄養素について書かれていることが多いと感じた。
このことから戦後は戦前に比べ、他国の食文化が普及したり、	2023-02-01
	6	[image: 西塩田時報から学ぶライフハック②]	西塩田時報から学ぶライフハック②	　西塩田公報には『家庭メモ』というコラムがあり、生活に役立つコツやレシピなどを紹介している。
　ここでは私が気になった記事を紹介していく。

～この記事で知ることができるライフハック一覧～
・壁についたインクや墨汚れを落とすには白布に食酢を二倍に薄めたものをぬらして拭く
・手についた魚臭さはミカンの皮を茹で、その煙を手に当てると匂いは消える
・鼻が詰まるとき、洗ったドクダミの葉を塩でもみ、細かく刻んだものを鼻の中に入れる。30分から1時間ほど待機×３回ほど行うと鼻詰まりが解消される。

　薬が簡単に手に入らない時代だと思うので、こういった身近な植物を使った治療法が良く記載されています。
　現代でもこの知識は活用され、薬という風に形を変えて存在しているものも数多くあります。昔の人の知識	2023-02-01
	7	[image: 西塩田公報から学ぶライフハック①]	西塩田公報から学ぶライフハック①	　西塩田公報には『家庭メモ』というコラムがあり、生活に役立つコツやレシピなどを紹介している。
　ここでは私が気になった記事を紹介していく。

～この記事で知ることができるライフハック一覧～
・サビた包丁には大根の切り口に歯磨き粉をつけて磨く
・おでき（ニキビ？）には患部に直接ゴボウの葉を当てて縛っておくと膿が抜ける
・新品の歯ブラシを使う前に熱い塩水に水が冷めるまでつけておき、しっかりと乾かしてから使うと二倍長持ち
・味付けをする際、塩は砂糖よりも材料にしみこむ速度が速いため、砂糖は先に使うこと

　現代では用途によってさまざまな洗剤や掃除用具が存在　していますが、この記事掲載時（昭和28年4月5日）にはまだそういったものはなく、知恵を用いて生活をしていたことがうかがえます。
　また、	2023-02-01
	8	[image: 家庭メモ(『西塩田広報』第77号)]	家庭メモ(『西塩田広報』第77号)	料理や衛生管理に必要なものについて今では様々な便利なものが普及し、それを買えばよいが当時はそういったものがなかったので身近にあるもので工夫されてきたことが記されている。


♯1230　「西塩田広報」(昭和29年)4ページ	2022-12-26
	9	[image: さばとにしんの調理法]	さばとにしんの調理法	西塩田時報には、「家庭メモ(家庭欄)」というコーナーがあり、ここでは家庭の豆知識を読むことができます。
昭和24年と古い記事なのですが旬の魚のレシピとしてサバとニシンが紹介されていました。
ぜひ皆さんも作ってみてはいかがでしょうか？

この記事は以下より読めます。
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns16_post041to060.pdf	2022-12-26
	10	[image: 野菜のゆでかた]	野菜のゆでかた	野菜をゆでる際のコツが書かれた記事を見つけました。料理が下手な自分にとっては、結構参考になりました。あと、右上にミッキーマウス(?)が描かれているのが気になりました。

▼この記事は以下から参照できます。
#1168 『西塩田公報』 第57号(1952年4月1日)4頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns16_post041to060.pdf	2022-12-25
	11	[image: 家庭メモ（『西塩田時報』第73号（1953年10月5日）4頁]	家庭メモ（『西塩田時報』第73号（1953年10月5日）4頁	当時の法務省民事局参事官平賀健太氏が講義を行った「戸籍」についての記事である。

戸籍の話から住民票や選挙権、戦没者の身分証明に至るまで、戸籍の重要性を講義している。

戸籍の届け出が正確ではなかった当時の様子がうかがえる内容である。

▼この記事は以下から参照できます。
#318 『西塩田時報』第73号(1929年12月1日)4頁	2021-12-15
	12	[image: 知って居て重宝な家庭メモ『西塩田公報』第95号(1955年8月5日)4頁]	知って居て重宝な家庭メモ『西塩田公報』第95号(1955年8月5日)4頁	「知って居て重宝な家庭メモ」というタイトルで、衣類にチューインガムがついた時の取り方など生活の豆知識が記載されている。

地域の出来事が多く書かれているイメージだったのでこの様な内容が書かれていて面白いと感じた。

この記事は以下から参照できます。
#1310 『西塩田公報』第95号(1955年8月5日)4頁	2021-12-11
	13	[image: 家庭メモ (『西塩田公報』第83号(1954年8月5日)4頁)]	家庭メモ (『西塩田公報』第83号(1954年8月5日)4頁)	今では衣服にしみを付けてしまったらしみ取りで簡単に取ることができます。しかし、昔の人たちはどうしていたのでしょうか。そのようなことを知ることができるのかこの記事です。

身近にあるもので工夫してどのように生活してきたのか、という家庭の工夫が詰まっています。今の便利になった世の中から見たら、こんなものでこんなことをしていたのかという過去の新たな発見をできる面白い記事なのではないでしょうか。
この家庭メモはしみ取りのほかにも、おいしいイモの食べ方や秋の漬物のレシピなど先人たちの知恵が詰まった記事になっています。いまでも役立つ知恵がたくさん出てくるので、気になるものを探してみるのもいいかもしれません。


▼この記事は以下から参照できます。
#1260 『西塩田公報』第83号(1954年8月5日)4頁	2020-12-14
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